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小
川
赤
十
字
病
院
は
、
令
和
4
年
2
月
4
日

付
で
地
域
医
療
支
援
病
院
の
承
認
を
得
ま
し

た
。地

域
医
療
支
援
病
院
と
は
、
地
域
の
か
か
り

つ
け
医
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医
等
か
ら
よ
り
詳

し
い
検
査
や
専
門
的
医
療
が
必
要
と
さ
れ
た
患

者
さ
ん
に
対
し
て
、
適
切
な
医
療
を
提
供
す
る

こ
と
を
目
的
に
県
知
事
の
承
認
を
受
け
た
病
院

の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
24
時
間
体
制
に
よ
る
救

急
医
療
の
提
供
、
地
域
の
医
療
機
関
と
連
携
を

取
り
、
病
院
の
施
設
、
C
T
、
M
R
I
、
核
医

学
検
査
等
の
医
療
機
器
を
共
同
で
利
用
で
き
る

体
制
、
地
域
の
医
療
従
事
者
の
質
の
向
上
を
図

る
た
め
の
研
修
を
行
う
な
ど
地
域
医
療
の
中
核

を
担
う
役
割
が
あ
り
ま
す
。

小
川
赤
十
字
病
院
は
、
こ
の
待
っ
た
な
し
で

進
む
超
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
、
急
性
期
か
ら

リ
ハ
ビ
リ
、
介
護
、
在
宅
支
援
ま
で
地
域
住
民

が
将
来
に
わ
た
り
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
医
療
支
援
病
院
の
役
割

◆
紹
介
患
者
さ
ん
に
対
す
る
医
療
の
提
供

◆
救
急
医
療
の
提
供

◆
病
院
の
施
設
や
設
備
、
医
療
機
器
等
の
共
同

利
用

◆
地
域
の
医
療
従
事
者
の
資
質
向
上
の
た
め
の

研
修
の
実
施

「
選
定
療
養
費
」
に
つ
い
て

医
療
機
関
の
機
能
分
担
の
推
進
を
目
的
と
し

て
、
厚
生
労
働
省
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
制
度
で

す
。
地
域
医
療
支
援
病
院
で
は
、
か
か
り
つ
け

医
等
か
ら
の
紹
介
状
を
持
た
ず
に
受
診
さ
れ
る

患
者
さ
ん
に
対
し
て
、
診
療
費
と
は
別
に
「
選

定
療
養
費
」
を
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

当
院
は
こ
れ
に
該
当
す
る
こ
と
か
ら
令
和
４

年
３
月
１
日
よ
り
初
診
及
び
再
診
時
の
「
選
定

療
養
費
」
を
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
か
か
り
つ
け
医
」
に
つ
い
て

小
川
赤
十
字
病
院
で
は
、
皆
さ
ん
の
健
康
に

関
す
る
総
合
的
な
窓
口
と
な
る
「
か
か
り
つ
け

医
」
を
推
奨
し
て
い
ま
す
、
受
診
の
際
主
治
医

へ
ご
相
談
い
た
だ
く
か
、
医
療
連
携
室
へ
お
声

掛
け
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
「
か
か
り
つ
け
医
」
が
よ
り
専
門
的

な
検
査
や
治
療
が
必
要
と
判
断
し
、
当
院
受
診

を
勧
め
る
場
合
は
、
紹
介
状
を
書
い
て
い
た
だ

け
る
の
で
、
ご
来
院
の
際
に
は
忘
れ
ず
に
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

選定療養費
初診時 5,500円

再診時（※1） 2,750円

地
域
医
療
支
援
病
院
に
つ
い
て
の
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地域一体型医療
小川赤十字病院
入院・手術

かかりつけ医
地域の医療機関
診察・相談

地域一体型医療

専門的な検査や入院治療が
必要な場合紹介

症状が安定したら
今後の診療を依頼

紹介状を持たずに受診した場合（※2）上記の
「選定療養費」をご負担いただきます。

当院受診の際は、紹介状をお持ち
いただきますよう、お願いいたします。
（※1）当院が他医療機関へ紹介した患者さんが、

紹介状を持たずに当院へ継続受診する
場合、受診の都度ご負担いただきます。

（※2）救急受診等ご負担が無い場合もあります。

1

基 本 理 念 患者さんの安心と満足のために、地域の中核病院として総合的な医療を提供します。

地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て

院
長

竹
ノ
谷

正
徳



日
本
赤
十
字
社
で
は
平
時
医
療
や
災
害
時
医
療
の
他
に

も
、
伝
染
病
流
行
時
に
も
積
極
的
に
医
療
を
提
供
す
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
本
赤
十
字
社
法

第
27
条（
2
）に
『
非
常
災
害
時
又
は
伝
染
病
流
行
時
に
お

い
て
、
傷
病
そ
の
他
の
災
や
く
を
受
け
た
者
の
救
護
を
行

う
こ
と
』
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
日
本
赤
十
字
社
定

款

第
47
条（
2
）に
も
『
地
震
、
火
災
、
風
水
害
そ
の
他

の
非
常
災
害
時
又
は
伝
染
病
流
行
時
に
お
い
て
、
傷
病
そ

の
他
の
災
や
く
を
受
け
た
者
の
救
護
を
行
う
こ
と
』
と
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
災
害
時
に
は
病
院
内
へ
被
災
者
を
受
け

入
れ
医
療
を
行
っ
た
り
、
被
災
地
へ
赤
十
字
医
療
救
護

班
や
心
の
ケ
ア
要
員
を
派
遣
し
、
被
災
地
で
の
医
療
を

提
供
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
、『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

（
C
O
V
I
D

－

19
）』と
い
う
未
曽
有
の
世
界
的
な
感
染

症
の
蔓
延
に
対
す
る
小
川
赤
十
字
病
院
の
対
応
を
御
紹
介

い
た
し
ま
す
。

2
0
1
9
年
12
月
よ
り
中
国
湖
北
省
武
漢
市
で
の
原
因

不
明
の
肺
炎
患
者
の
発
生
の
情
報
を
受
け
、
当
院
で
は

2
0
2
0
年
1
月
よ
り
中
国
渡
航
者
へ
の
申
し
出
を
依
頼

す
る
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
を
い
た
し
ま
し
た
。
2
0
2
0
年

1
月
の
日
本
国
内
で
の
患
者
の
発
生
お
よ
び
、
3
月
の
埼

玉
県
内
で
の
感
染
患
者
の
発
生
を
受
け
、
3
月
11
日
緊
急

院
内
感
染
対
策
委
員
会
を
開
催
し
、
3
月
13
日
に
新
型
肺

炎
対
策
室
を
設
置
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
一
括
し
て
行
う
体
制
を
と
り
ま
し
た
。
3
月
17
日
に

発
熱
外
来
を
開
設
し
、
保
健
所
と
協
力
し
て
P
C
R
検

査
体
制
を
と
り
、
4
月
1
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
、
外
注
に
よ
る
P
C
R
検
査

を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
4
月
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
専
用
病
床
の
運
用
を
3
床
よ
り
開
始

い
た
し
ま
し
た
。
当
院
で
は
軽
症
お
よ
び
中
等
症
（
未

治
療
・
対
症
療
法
〜
酸
素
投
与
が
必
要
）
な
患
者
の
受

け
入
れ
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
感
染
患
者
の
増
加
に
伴

い
徐
々
に
増
床
し
、
11
月
以
降
の
第
3
波
と
呼
ば
れ
る
患

者
急
増
時
に
は
20
床
を
超
え
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
患
者
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
当
初
は
治
療
法
も
わ

か
ら
ず
、
医
師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
そ
れ
ぞ
れ
が
探
し
た

新
し
い
知
見
を
持
ち
寄
り
な
が
ら
の
手
探
り
で
の
治
療
を

行
い
ま
し
た
。
病
棟
で
は
Ｎ
95
マ
ス
ク
と
い
う
大
変
苦
し

い
マ
ス
ク
と
全
身
防
護
服
を
付
け
た
ス
タ
ッ
フ
が
、
汗

び
っ
し
ょ
り
に
な
り
な
が
ら
献
身
的
な
看
護
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
マ
ス
ク
や
ガ
ウ
ン
な
ど
の
防
護
具
や
治
療

薬
剤
、
感
染
対
策
機
器
材
な
ど
も
不
足
し
、
事
務
ス
タ
ッ

フ
か
ら
埼
玉
県
や
厚
生
労
働
省
に
直
接
連
絡
を
し
て
調
達

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
病
院
の
全
て
の
ス
タ
ッ
フ
が

自
分
自
身
が
い
つ
感
染
す
る
か
も
わ
か
ら
な
い
と
い
う
恐

怖
心
の
中
、
医
療
従
事
者
と
し
て
の
使
命
感
か
ら
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
に
従
事
し
、
2
0
2
1
年
12
月
ま
で

で
約
4
，0
0
0
人
の
発
熱
外
来
受
診
者
、
4
0
0
人
弱

の
入
院
患
者
に
対
応
い
た
し
ま
し
た
。
最
大
限
の
注
意
を

払
い
つ
つ
感
染
対
策
行
っ
て
お
り
、
院
内
で
の
感
染
の
蔓

延
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
皆
様
が
安
心
し
て
受
診
、
入

院
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た

め
、
患
者
様
に
は
出
入
り
口
の
封
鎖
や
面
会
の
禁
止
、
検

査
や
手
術
の
延
期
な
ど
御
不
便
、
御
迷
惑
を
お
か
け
し
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
、
三
密
の
回
避
や
会
食
の
中
止
、
発

熱
時
の
外
出
の
自
粛
や
早
期
の
受
診
、
P
C
R
検
査
の
実

施
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
な

ど
、
皆
様
一
人
一
人
の
努
力

し
か
こ
の
未
曽
有
の
感
染
症

の
流
行
を
終
わ
ら
せ
る
手
段

は
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
一
日
も
早
く
元
通
り
の

生
活
に
戻
れ
る
よ
う
、
皆
様

の
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

赤
十
字
の
災
害
医
療
と

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
C
O
V
I
D－
19
）
対
応

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
室
長

                           

吉
田  

裕
医
師

2



3

ロコモティブシンドロームロコモティブシンドローム
　

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
世
界
中
で
大

変
な
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
２
０
２
２
年
を

迎
え
今
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
終
息
す
る
こ
と
な
く
、
変
異
株
に
よ

る
新
た
な
波
に
よ
り
引
き
続
き
感
染
症
対
策

が
必
要
な
状
態
で
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
感
染

症
は
皆
さ
ん
の
生
活
、
意
識
を
大
き
く
変
え

ま
し
た
。
感
染
罹
患
の
危
惧
か
ら
、
外
出
を

控
え
、
健
康
活
動
も
制
限
さ
れ
た
結
果
、

体
重
増
加
に
加
え
運
動
機
能
の
低
下
が
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
高
齢
者
の
方

で
は
、
こ
の
傾
向
が
顕
著
と
思
わ
れ
ま
す
。

徐
々
に
、
健
康
増
進
・
維
持
を
目
的
と
し
た

教
室
や
地
域
活
動
が
再
開
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
が
、
以
前
の
よ
う
に
は
戻
っ
て
い
ま
せ

ん
。
人
間
に
と
っ
て
、
元
気
で
歩
き
、
日
常

を
支
障
な
く
送
く
る
と
い
う
こ
と
は
大
切
な

事
で
す
。
こ
れ
に
関
連
し
た
概
念
と
し
て
、

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
ロ
コ
モ
）

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。
ロ
コ
モ
は
、
運
動
器
の
障
害

の
た
め
に
移
動
機
能
の
低
下
を
き
た
し
た
状

態
の
こ
と
で
、
2
0
0
7
年
に
日
本
整
形
外

科
学
会
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。
日
本

語
名
で
は
、
【
運
動
器
症
候
群
】
で
す
。
運

動
器
と
は
、
身
体
を
動
か
す
た
め
に
関
わ
る

組
織
や
器
管
の
こ
と
で
、
骨
・
筋
肉
・
関

節
・
靭
帯
・
腱
・
神
経
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
ロ
コ
モ
は
、
こ
の
運
動
器
の
障

害
に
よ
っ
て
、
起
立
、
歩
行
な
ど
の
身
体

能
力
が
低
下
し

た
状
態
の
こ
と

で
す
。
ま
た
、

健
康
寿
命
は
、

健
康
で
日
常
生

活
を
送
れ
る
期

間
の
こ
と
で
す

が
、
日
本
で
は

平
均
寿
命
と
健

康
寿
命
の
間
に

は
男
性
で
約
9

年
、
女
性
で
約

12
年
の
差
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
期
間

は
、
日
常
生
活

が
制
限
さ
れ
、

何
ら
か
の
助
け
、

介
護
が
必
要
と
な
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

ロ
コ
モ
が
進
行
す
る
と
、
介
護
が
必
要
に
な

り
寝
た
き
り
に
な
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま

す
。
健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
平
均
寿
命
と
健

康
寿
命
の
差
を
短
縮
す
る
に
は
、
要
支
援
・

要
介
護
に
な
る
前
か
ら
ロ
コ
モ
対
策
が
必
要

と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
要
支
援
、
要
介
護
に
な
る
原
因
の

一
つ
に
、
転
倒
、
骨
折
や
関
節
疾
患
な
ど
運

動
器
の
障
害
が
あ
る
こ
と
は
、
皆
様
ご
存
じ

だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
は
、
整
形
外
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
で
の
治
療
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
、
当
病
院
で
皆
様
に
適
切
な
治
療
、
ア
ド

バ
イ
ス
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
が
行
え
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
自
分
が
ロ
コ
モ
か
ど
う
か
、
3

つ
の
ロ
コ
モ
度
テ
ス
ト
で
判
定
で
き
ま
す
。

1
つ
目
は
、
片
脚
ま
た
は
両
脚
で
ど
れ
く

ら
い
の
高
さ
の
台
か
ら
立
ち
上
が
れ
る
か

【
立
ち
上
が
り
テ
ス
ト
】
、
2
つ
目
は
で
き

る
だ
け
大
股
で
、
2
歩
歩
い
た
距
離
を
測
る

【
２
ス
テ
ッ
プ
テ
ス
ト
】
で
す
。
3
つ
目
は

運
動
器
の
不
調
に
関
す
る
25
の
質
問
に
答
え

る
【
ロ
コ
モ
25
】
で
す
。

　

治
療
に
は
、
病
気
の
予
防
、
痛
み
や
痺
れ

に
対
す
る
薬
物
治
療
や
手
術
に
よ
る
治
療
、

筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
減
量

含
め
た
栄
養
状
態
の
改
善
な
ど
で
す
。
運

動
療
法
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
は
、
片
脚

立
ち
と
ス
ク
ワ
ッ
ト
の
た
っ
た
2
つ
の
運
動

で
す
。
6
回
を
1
セ
ッ
ト
と
し
て
、
1
日
3

セ
ッ
ト
で
十
分
効
果
が
え
ら
れ
ま
す
。
ロ
コ

モ
は
、
回
復
が
可
能
な
の
が
最
大
の
特
徴

で
、
き
ち
ん
と
対
処
す
れ
ば
、
自
分
の
足

で
不
自
由
な
く
歩
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
自
分
の
足
で
歩
き
続
け
ま
し
ょ

う
。

　

最
後
に
、
一
日
も
早
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
終
息
と
、
皆
様
の
ご
健
康
と

ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

整形外科　　山崎　克彦　副院長

厚生労働省 2016年 国民生活基礎調査引用

日本整形外科学会ロコモ予防啓発硬式サイト引用
日本整形外科学会ロコモ予防啓発硬式サイト引用
立ち上がりテスト



  お呼び出しについて  
内科・外科・整形外科外来では、受付票の番
号にてお呼びしております。

  急病等の時間外診療について  
平日は16：45から翌日８：30まで、第１・３土
曜日は12：30以降、休診日は終日、必ず電話
連絡の上ご来院ください。
また、保険証・診察券（お持ちの方）・現在
飲んでいるお薬等をご持参ください。
なお、当院の救急外来は、地域の緊急患者の受け入れを行っているた
め、救急医療の機能向上を目的として、緊急性を要しない（いわゆる
軽症の）患者さんの時間外受診には、原則時間外選定医療費3,300
円をご負担いただいております。通常の診療費に加えてご負担いただ
いておりますので、ご理解をお願いいたします。
詳しい内容については医事課までお問い合わせください。

  診療受付時間  
　8：30～12：00（土曜日のみ11：30まで）
※なお、眼科については8：30から11：00までとなります。
　（土曜日は11：30まで）
※再診の方は、再来受付機により8：00から受付けております。
※紹介状をお持ちの方は直接、医療連携室（本館２階）へお越し
ください。

　下記の診療科の詳細につきましては、診療担当表をご覧ください。
　皮膚科・耳鼻咽喉科・産婦人科

  休　診　日  
第２・第４・第５土曜日、日曜祝日、
年末年始（12月29日～１月３日）、創立記念日（５月１日）

  受診に際して  
各診療科の特殊外来（乳腺外来を除く）は、予約制の為、始めに
一般外来の受診をお願いしております。診療日等詳細について
は各科外来にお問い合わせください。特殊外来の他、一般外来
でも専門分野がございますので、お気軽にご相談ください。
※当院では紹介状をお持ちでない患者さんにつきましては、
令和4年3月1日より国の定めに基づく選定医療費5,500円を
ご負担いただいております。当院受診の際は、紹介状をお持
ちいただきますようお願いいたします。

ご　案　内
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災害時連携病院に指定され、災害時連携病院に指定され、埼玉地域DMAT埼玉地域DMATを編成しましたを編成しました
医療社会事業部　部長　　吉田　裕

　日本赤十字社は、日本赤十字社法　第27条（2）に『非常災害時又は伝染病流行時において、傷病その他の災やく
を受けた者の救護を行うこと』と定められており、また日本赤十字社定款　第47条（2）にも『地震、火災、風水害
その他の非常災害時又は伝染病流行時において、傷病その他の災やくを受けた者の救護を行うこと』とされてお
ります。日航機墜落事故（1985年）や阪神淡路大震災（1995年）、新潟中越地震（2004年）、新潟中越沖地震（2007
年）、東日本大震災（2011年）、熊本地震（2016年）、台風19号による水害（2019年）には小川赤十字病院からも赤
十字医療救護班を派遣し、災害医療を行ってまいりました。また、平時より災害医療研修会や災害時受け入れ訓練
などを実施し、新入職員への研修でも災害医療の講義を行い、災害医療従事者の育成に取り組んでおります。ま
た、災害時に備え、赤十字医療救護班を常時編成しております。
　阪神淡路大震災の教訓より、2005年より災害拠点病院が指定され、災害医療の拠点として整備されておりま
す。同時にDMATという災害に特化した医療チームを発足しました。現在、埼玉県では22の災害拠点病院が指定
されており、46隊のＤＭＡＴが編成されております。
　埼玉県では多数の負傷者が発生する首都直下地震などの大規模災害時の医療体制のさらなる強化のため、2022
年1月1日に災害時連携病院を10病院、および埼玉地域DMAT10隊を新
たに指定いたしました。小川赤十字病院も2022年1月1日付けで災害時
連携病院に指定され、埼玉地域DMAT1隊（医師1名、看護師2名、主事3
名）を編成いたしました。
　災害時連携病院は、災害時に重症患者を受け入れる災害拠点病院と連携
を図りながら、中等症患者や容態の安定した重症患者を受け入れます。ま
た、災害派遣医療チーム「埼玉地域DMAT」は、災害現場での活動など
速やかな医療救護活動を実施します。
　災害時にも皆様の健康と安心を提供できるよう、これからも職員一丸と
なって地域医療・災害医療に取り組んでまいります。
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　当院では新型コロナウイルス感染症対策として、入口での体温チェックや南玄関の封鎖、外来診療日の出入口開錠時間の変更、中央病棟
前駐車場（第４駐車場）の利用時間制限を行っております。今後の動向により変更もございますが、ご理解ご協力をお願い申し上げます。
最新の状況は当院ホームページ「新型コロナウイルス感染症関連ページ」をご覧ください。 （上記は、2022年1月末時点での対応です。）


